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全国骨密度調査2005、2006の概要

はじめに
骨粗鬆症は骨折を生じやすく、特に高齢者の骨折では寝たきり
につながる場合も多い。骨粗鬆症は様々な要因で発症する疾患で
あるが、生活習慣の影響も大きい。骨粗鬆症の予防には若年時に
骨量をできるだけ多くしておくことが最も有効であると考えられる。
全国骨密度調査2005、2006は、農林水産省、日本酪農乳業協
会により2005年6月から2007年3月にかけて、全国44都道府県の
約20万人を対象として実施されたもので、女子栄養大学栄養生理
学研究室においてデータの解析を行った。本調査では現在の骨量
に対する、小学生、中学生時代および現在の牛乳摂取状況、運動
状況などの生活習慣の影響を検討し、骨粗鬆症の予防のための
牛乳・乳製品摂取の有効性を検証することを目的とした。



対象者
2005年と2006年に全国で実施された骨量調査のうち、最も
測定者の多かった超音波式踵骨骨評価装置AOS-100（アロカ
社製）を用いた結果と、アンケートを用いた。
対象者は調査に参加した全国28府県の、20～89歳の女性
約34,000人のうちBMIが18.5以上25未満の24,572人である。
一定範囲内のBMIの者を解析対象としたのは、骨量、特に踵
の骨量が体重の影響を強く受けるためである。



BMIが18.5未満 25以上の者の割合

18.413.980歳代
21.96.270歳代
21.45.360歳代
19.16.750歳代
13.49.940歳代
9.716.630歳代
5.920.420歳代

25以上18.5未満
(%)



骨量測定方法
骨量の測定機種は各県によって異なり、全国で7機種によって行
われた。本報告書では最も測定者の多かったAOS-100による結
果を解析した。AOS-100は超音波を用いて踵の骨量を調べるも
ので、超音波の透過速度（SOS）と透過指標（TI）を測定し、2つの
指標から音響的骨評価値（OSI）を算出するものである。X線の被
爆の問題がないため、成長期や妊婦などすべての年代の対象者
に適した方法である。本報告書では音響的骨評価値（OSI）を用い
て骨量を評価した。

アンケート
現在および小学生・中学生時の牛乳・乳製品摂取状況、運動状
況などの生活習慣、骨折歴についての自記式のアンケートを実施
した。



写真提供 アロカ社



AOS-100による骨量の経年変化
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年代別、骨折経験別の骨量
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年代別、運動実施状況別の骨量

：有意差あり（t-test p<0.05）
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年代別、牛乳飲用状況別の骨量
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骨量に影響する要因

運動牛乳摂取
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各年代の骨量が平均＋２SD以上の者の、骨量に影響する要因
ロジスティック回帰分析（ステップワイズ法）による
●が採択された要因
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府県別の骨量
骨量高値（京都、鳥取、神奈川）と低値（和歌山、千葉）の比較
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地域別の骨量
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骨量低値者の特徴

OSIが同年代の平均値の85％以下の者の割合

20～39歳 ： 553人／10799人 5.1％

60歳以上では ： 251人／ 9643人 2.6％

20～39歳で OSIが同年代の平均値の85％以下の者の特徴

身長、体重、BMIが低い 小柄である

小学校、中学校、現在と運動していない

小学校、中学校、現在と牛乳摂取量が少ない

骨折経験が多い



BMIが18.5未満 25以上の者の割合
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骨密度測定の意義
骨密度測定経験者と未経験者の違い
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結論

骨量は加齢とともに減少します。特に女性では40歳代～60歳代
にかけての減少が大きく、これは閉経による影響が大きいと考え
られます。 したがって、閉経期までにできるだけ骨量を高めてお
くことが必要です。実際には、20歳以上では骨量の増加は少ない
ので、成長期に骨量を高めておくことが重要です。
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結論
骨量を高め、維持するためのアドバイス

（１）小学生、中学生時代に牛乳を400ml（給食+１本）飲む

（２）乳糖不耐症の人や牛乳アレルギーのある人は、
牛乳以外の食品からのカルシウム摂取に努める

（３）生涯にわたって運動を行う
（激しいスポーツである必要はなく、まずはできるだけ
身体活動量を多くすることを目標にする：散歩でもOK
自分にあった継続できる運動を見つけましょう）

（４）特に小柄な人は、できるだけ若い時期に骨量を測定する
（自分の骨量を知ることが、その後のライフスタイルを
変える動機付けになると思われる）



参考資料：東京都老人医療センター院長 林 恭史 先生


